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hJ　　77　月尋
〒519･0505　伊勢市小俣町本町2番地　(電話) 0596･29･3900 (FAX) 0596･29･3902

dl脚　戯符声ご韻尤名称J

おはなし会　1階･おはなしのへや

1 1月13日(土)　たんばぽおはなし会､午後3時～

11月　21日(日)　ピッポの会･紙芝居､午前11時～

*r赤らや,i'8ぱAJL会J l階･おはなしのへや

11月11日(木)午前11時～

開館時閏　月･水･木･金･土･日　午前9時′-午後7時

休館日　毎週火曜日

第2金曜日､年末年始､特別整理期間

貸出1人10冊2週間以内

(10冊のうち雑誌は5冊まで)

1団休50冊1ケ月以内

(50冊のうら雑誌は25冊まで)

小俣園暮せカレンダ1
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◎12/28- 1/4まで年末年始のため休館です｡

〇一 ��

傾産声ウLJ◆ 
一月208(土)～228(月)に掲催しさす. 

米韓しく鯵.チラシ.ボスや-魯ご覧下士い. 

★図書館おはなし会&工作教室
(1階･おはなしのへや)

(日時) 11月　27日(土)午後3時～

(対象) 3歳～小学生(就学前の子ともは保護者同伴)

(内容)おはなしを吉売んだ後､

サンタが箱からとびだす

プレゼントを作ります｡

oクリスマスツリーを飾ろう☆

…　硝‥11月27日(土)午後2時～
*　場所:1階･おはなしのへや
●

尊　内容:大きなクリスマスツリーに､
●

争　　　　みんなで飾り付けをします｡
●

帝　対象:子どもから大人まで､

…　　どなたでも参加できます｡
●

●●●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●●　●●●●　●●　●　●　●　●　●　●●

転巨整盃
私の宝物～大好きなえはん･思い出の一冊～

自分のお気に入りのえはんや､本を紹介して

みませんか?

当館に置いてある用紙に書いて､

カウンター-持ってきてください｡

玄関壁面に作成した大きな木に展示します｡

と　き　11月1日(月)～29日(月)

ところ　1階･玄関壁面

対　象　子どもから大人まで

どなたでも参加できます｡
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脱会ノ
(日時)毎遺土曜日　午後2時30分～

(場所) 1階･おはなしコーナー

11月6日/おにいさん､おねえさんによるおはなし会

㌔-〉　やっています☆

11月13日r27日/おはなしプ-さんによるおはなし会

/諺jeI右やJi'ji鮎のL:bl.i'J

(日時) 11月25日(木)午前11時～

(場所) 2階･視聴覚室

(内容)あかちゃんむけの絵本の紹介や､手遊びなどをします｡

亀　-上組　で臥
(日時) 11月14日(日)午後1時30分～

(場所) 2階･視聴覚室

『ぐるんばのようちえん･おぼけのてんぷら』

(アニメーション)　　　　　　《上映時間　53分》

★☆★　おはなし会､あかちゃん絵本の時間､映画上映会は､

参加自由です｡どうぞお気軽にご参加ください｡　☆★☆

開館時閏　月･火･木･金･土･日　午前9時.-午後7時

休館日　毎週水曜日

第2金曜日､年末年始､特別整理期間

貸出1人10冊2週間以内

(10冊のうら雑誌は5冊まで)

1思体50冊1ケ月以内

(50冊のうら雑誌は25冊まで)
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◎ 12/29-1/5まで年末年始のため休館です｡

11月23日(火･祝日)

*　材ゆ一着三者虜弁
とき:午後1時30分～　場所:2階･視聴覚室

定員:70名　内容:｢竹内浩三と伊勢｣

基調講演:竹内浩三研究会会長　藤田明氏

11月20日(土).-11月2 日)

*　々伸一凄三度
場所:2階･小会議室　*竹内浩三の遺品･書簡･作品など

展示をご覧いただくのは申込不要です｡

-･?:::.ei車重讃.i.i:;-こ

11月20日(土)

*ゐ.jyをL/プ-さ力′

ゐ.jy密し会ス^05/セル

とき:午後2時30分～　　場所:2階･視聴覚室

定員: 50名　　*絵本の読み聞かせや工作など

11月21日(日)

*三富大学人彪紛つ< I/
L-ia^虎姫′ 〟

とき:午後2時～　　場所:2階･視聴覚室

定員: 90名　　*人形劇と手遊びなど

｢こわかりおぼけのタロット｣ ｢パンやのぽんこらやん｣

↑講演会･おはなし会･人形劇の各お申し込みは､
11月6日(土)から､直接カウンター･電話･
F AXにて伊勢図書館へ｡

点き　↓以下は申込不要です.

*臓上廃合　　場所:2階･視聴覚室

(D　午後1時30分～　《上映時闇60分》
｢命を見つめて
付目野原重明と瀬戸内寂聴の対話｣

②　午後2時40分′-　《上映時間85分》
｢綾小路きみまう

爆笑!エキサイトライフビデオ第3集｣

11月13日(土)～11月21日(日)

*脚摩ダーク〟′作品屠
場所:2階･展示ホール

*折り紙･俳句･絵手紙･観賞植物などの展示



ト般書〕　｢音楽｣

世界中のいろんなジャンルの音楽の本を紹介します｡

お気に入りの曲はありますか?

◎　絶対行きたい!世界の音楽祭　(田中良幸/著　ヤマハミュージックメディア)

◎　耳で考える　脳は名曲を欲する　(養老孟司､久石譲/著　角川書店)

◎　バンドはじめようよ!ロック･ベース　超初心者に安心!ゼロからわかるベース入門書

(自由現代社編集部/編著　自由現代社)

◎　音楽がわかる世界地図　今と過去､世界各地の音楽･楽器･ミュージシャンが一冊でわかる!

(世界の音楽編集部/編　ロコモーションパブリッシング)

◎　親子で歌いつごう日本の歌百遼　東から子､子から孫-　(文化庁/編　上田信道/解説　東京書籍)

春い

〔歩産室〕　サムライ.いざ奉る!.I

｢サム弓イ｣と血lて荷を蓋い轟かペ手すか?

ちJ:ん書け.管.管-｡

鵜2 bO等軌Ik血軸純をこ畠にのぞいてみ手せんか?

★at士むらい士んでござる(宇田のLJ/作絵本鯨)

★馨かatか捗とこせよ義貞の韓事(D鳥征諌/文職歴義経/緯T2サキンケ)

★江戸の耕　7　桝(伊藤手さあ告/繊好夫牡)

★ひt■肋It鍋好け77It-ト(斉藤拝/作高鳥那生/絵講鋲牡)

★線素轟穐嶋鴨の占い鱒(郷蕉正幹/作島野ヒ苛子/絵桝雷店)

〔ヤングアダルト〕　この秋は｢スポーツ｣で熱くなれ!

剣道や野球､マラソンを舞台にした読み物を紹介します｡

11月は､涙あり､感動ありの青春小説で｢スポーツ｣の秋を楽しもう!

【児童書】

☆おたまじゃくしの降る町で　(ハ束澄子/著　講談社)

☆日月の野球　(ギャリー･ソト/作　神戸万知/訳　理論社)

【一般書】

☆　桐島､部活やめるってよ　(朝井りヨウ/著　集英社)

☆　武士道シックスティーン　(誉田哲也/著　文芸春秋)

☆　風が強く吹いている　(三浦しをん/著　新潮社)

★伊勢･小俣園義館のどちらかに所蔵がある本です｡ご利用館にない場合は､予約ができます｡
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伊勢神宮参逆からわずかに奥に入るとそこは､

静寂さが守られている神域｡神官の森は四季折々　vqi-.%夢
=-

の変化をみせるo五十鈴川御子洗場近くに鎮まる

温祭神､ここから風日新官格･風日新宮辺りは､

紅薯があでやかに彩り､ひときわ趣のある風情｡

神域の中でも格別に美しい空間がそこにある｡

両をつかさどる神線.祭神は岸好諾尊の御子母である炭離務番と巌島貫遥播o

には嵐L'轟嵩と鑑されている0万常集の時代から伊勢の枕詞は｢風神のjであったo

神風を吹かせわが国に勝利をもたらした事から､末社から別宮に昇格したと伝

の書なく五穀が豊作となるよう祈る神事のことo台東7月から8月朱

れていたが､現在､嵐日新祭は5月14日と8月4日の二度であるo

官　五十鈴榊神格

戊午　本願観阿弥敬白

側西海の欄干擬宝珠に陰刻された五行の金石失｡室町時代､架格についていか

その居丈を伝えている.

ぐ木造格である.その姿はまるで､参拝者に小さな宇治椿を患い

る｡明治維新まで神前に近づけなかった僧侶や頭を丸めた人々が､

ニ伏し拝み､空間を隔て感銘を受けていたo

すかは　知らねども　かたじけなさに　汲こぼるる

せせらぎが響くo　それほど周囲の木立の茂みも深いのである｡

われたようである.

じ取れる時季o

･な五十鎗川の流れも晩秋には紅薯の装い｡やがて冬景色-o

(神官司慮/編　皇学館大学　L243/シ/2)

一弾神祇部旦大神宮儀式晩

(塙保己一/編纂　続群書類従完成合　し081/ダ/1)

L>れざる杜のうち(矢野憲一/著　角川学暮出版　L174/ヤ)

◆　伊勢神宮(桜井勝之進/者　学生社　L174/サ)


